
メタバースで肩書きを超越した
学際交流をしよう！

VRC理系集会主催 Kuroly



「VRC理系集会」は2021年8月下旬より開催している、
メタバース空間を活動の場とする学術交流イベント及び
その団体名。

✔累計23回の開催実績
✔毎回110名以上の参加者
✔国立研究開発法人 科学技術振興機構の後援※
✔東大教授、REALITY社の研究者など、著名人も参加

→メタバース上で最大級の学術交流イベント
※一部開催回（第16,21,25,27,28回について取得）

VRC理系集会の概要

出典：2021年12月6日読売新聞朝刊



“メタバース”ってそもそも何？

コンピュータやコンピュータネットワークの中に構築された、
現実世界とは異なる3次元の仮想空間やそのサービス

→仮想空間上でのユーザーのコミュニケーションを主体とする
いわばバーチャル（VR）空間に構成された「もう一つの社会」
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出典：2021年10月28日 テレビ朝日「報道ステーション」 出典：バーチャルマーケット公式Twitterアカウント
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VRC理系集会の活動の経緯

令和２年に文部科学省が行ったアンケートにおいて、
「知的交換の停滞」がコロナ禍の問題として挙げられている。

新型コロナウイルスによる学術研究への影響及び支援ニーズに関するアンケート結果（概要）

科学技術・学術審議会学術分科会（第78回）（令和2年7月2日）より抜粋

「知的交換の停滞」例
・オンライン（Web会議）では集中した議論、ブレスト、
フランクな情報共有が困難

・対面でこそ可能な人的交流、対話から生まれる研究創出
機会の喪失

インターネット上の仮想空間、「メタバース」
を活用した学術交流の場があればよいのではないか？

VRChatはGraham GaylorとJesse Joudreyによって開発され、
米国の企業であるVRChat Inc.によって運営されているソーシャル
VRプラットフォーム



“メタバース”を活かした
次世代の学際交流の在り方



○理系集会では、世界最大のVRSNS「VRChat」内に下図のような

ワールドを設計（最大50人収容可）。

○会場は「講演が行われるメイン会場」と「講演のライブビューイング

会場」の2種を用意。

会場の構成はいずれも同じ。

20m

20m

講演スペース

会場の見取り図
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会場の制約からの解放

特徴その1：無限に増やせる会場



来場者は入場後、自身の専門分野を選択する

（右上写真）。選択後、自身のアバターの上に専

門分野が掲示される（左下写真）。

7

専門分野の掲示

特徴その2：自身のアバタ
ーの周りに様々な情報を
掲示できる
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アバターでのコミュニケーション

特徴その3：アバターを介した
自由なコミュニケーション
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距離的制約からの解放

特徴その4：遠く離れていても
目の前に集まることができる



来場者に対し、以下を実施。

①入退室時間の記録
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参加者情報の取得



来場者に対し、以下を実施。

②会場内の位置情報取得（事前に同意いただく）
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参加者情報の取得



来場者に対し、以下を実施。

③イベント全体に対する感想のアンケート
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参加者情報の取得

23

20

12

9
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あなたの職業は何ですか？

技術・開発職

その他

大学院生

学部生

研究職

30

24

7

7

参加者同士の会話で新しい知見を

得られましたか？

とても得られた

たぶん得られた

得られなかった

あまり得られな

かった

33

19

16

理系集会で知り合った人と継続的

な関係になっていますか？

はい

初回参加

いいえ

N=68

第19回の回答分

特徴その5：来場者に関する様々なデータ取得が可能



22:40:40時点

最も会話している人が多かった22:40頃のデータを使用し、
どのような分野の人による会話が行われていたかの分析を
行った。（第14回の人流データを使用）

id:２

id:13

id:10

id:1

id:6

id:3

id:7

id:5

id:12

id:9

id:14

id:4

id:11

id:8

クラスターIDごとの分野タグ装着状況:

1.0: [['タグ無し'], ['医学'],['タグ無し'],['タグ無し'],['タグ無し'],
['情報学'],['医学', '情報学', '電気系工学']],

2.0: [['タグ無し'],
['機械工学'],
['情報学', '数学', '電気系工学'],
['その他', '電気系工学', '機械工学'],
['その他', '文系', '製造学', '情報学', '数学'],
['農学']],

3.0: [['タグ無し'], ['タグ無し'], ['タグ無し'], ['化学', '物理学']],
4.0: [['情報学'], ['情報学', '数学'], ['タグ無し'], ['生物学', '化学']],
5.0: [['製造学', '化学', '電気系工学', '機械工学'],

['製造学', '電気系工学'],
['情報学', '生物学', '化学', '電気系工学'],
['化学']],

6.0: [['電気系工学'], ['情報学', '電気系工学'], ['生物学', '化学']],
7.0: [['タグ無し'], ['タグ無し'], ['電気系工学']],
8.0: [['生物学', '化学'], ['タグ無し']],
9.0: [['情報学'], ['文系']],
10.0: [['文系', '環境学'], ['タグ無し']],
11.0: [['生物学'], ['情報学', '化学']],
12.0: [['製造学', '機械工学'], ['文系', '数学']],
13.0: [['文系'], ['情報学', '物理学']],
14.0: [['物理学'], ['情報学', '物理学']]}

→全く異なる分野の方々が
会話をしている。
では、どんな会話をしているか？
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理系集会で起きていること



※1構成人数の50％以上の分野が不明であるクラス
ターについては聞き込み調査を実施せず。

※2クラスター番号が赤いものは専門性の高い会話
が生じていたクラスターを示す。

9つのクラスター※1に対し、会話内容の聞き込み調
査を実施した。
聞き込みを行った9つのクラスター中、6つのクラスタ
ーで専門性の高い話が行われていた。
特筆すべきクラスターは以下の通り。

・クラスター2では多種多様な分野の方が
工学領域の話から未来予測の話まで
行っていた。
・クラスター12では数学・ロボット工学
と異分野の二人が空間認識について相
互の視点から会話を行っていた。
・クラスター14では量子論に軸足を置く
二人が、仮想量子場設計について高度
な議論を発展させていた。

→多様な分野で、専門性の
高い会話が同時多発して
いる。
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クラスターごとの会話内容の聞き込み調査



メタバースを利用することで、研究者や学生間の対話機会の場を新たに創出でき

る可能性がある。

2006年度 情報システム学会 総会 懇親会風景 - 情報システム学会ISSJ

DX

Society 

5.0

場所や物理的制限の制約を超えた
次世代の学際交流
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まとめ

肩書を超えたメタバースでの学術交流にあなたも参加しませんか？
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本日22時からも開催します。

講演はYoutubeにて生配信後、公開

メタバース会場または

YouTubeにお越しください！
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最後に

理系集会にご関心のある方からの
ご連絡をお待ちしております。

Mail    ：gshete68@gmail.com

Twitter：@VRC_S_A_

mailto:gshete68@gmail.com

